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序

今回、古沢用水改良工事が実施されるのに先だち、この小長沢I遺跡の発掘調査を射水丘陵の東側斜面で実施いた

しました。そこから発見された戦国時代の掘立柱建物跡は周囲の地形を活かして防御性を持たせたものと推定され、

祖先の自然を活用する想像力のすばらしさが感じられます○これらは郷土の歴史を学ぶための貴重な資料となるもの

と思います。

本報告書は小冊子でありますが、文化財に対する一層の理解にご活用いただければと願っています0

最後に快く調査にご協力いただきました地元の方々や県関係の方々に深く感謝を申し上げますとともに、今後とも

変わらぬご指導ご支援をお願いいたしまして、はじめのごあいさつといたします。

平成9年3月 婦中町教育委員会

教育長　清水　信義

例　言

1本書は富山県婦負郡婦中町中長沢字宮ノ高地内に所在する小長沢I遺跡の発掘調査報告である。

2　調査は県営溜め池整備事業（古沢用水改良工事）の実施に先立ち、富山県農地林務部富山農地林務事務所の依頼

を受けて婦中町教育委員会が実施した。調査の実施にあたっては、富山県埋蔵文化財センターから調査担当者の派

遣を受けた。

3　調査費は文化庁と農林省の「覚書」第5項の規定に基づき、富山県農地林務部富山県農地林務事務所の原因者負

担を受けた。

4　調査事務局は婦中町教育委員会生涯学習課に置き、文化振興係長山田茂信が調査事務を担当し、課長鍋山徹が総

括した。また、調査にあたって作業員の確保については株式会社花崎工業の協力を得た。

5　調査期間　平成8年4月9日～5月9日　調査面積180mヲ

6　試掘調査・本調査担当者および調査員は次のとおりである。

試掘調査　平成7年度　担当者　婦中町教育委員会　　　文化財保護主事　片岡英子

本調査　平成8年度　担当者　婦中町教育委員会　　　文化財保護主事　堀内大介

富山県埋蔵文化財センター　文化財保護主事　高梨清志

7　資料の整理、本書の編集と執筆は、富山県埋蔵文化財センターの職員の協力を得て、調査担当者がこれに当った0

8　調査期間中および資料整理期間中、次の方々から有益な教示と助言を掛〕た。記して謝意を表したい。

安念幹倫・河西健二・宮田進一

9　本書の挿図・写真図版の表示は次のとおりである。

（1）方位は真北、水平基準は海抜高である。

（2）基準杭は任意に2点設定した（Ⅹ1・YO～Ⅹ17・YO）。0原点は、国家座標のうち、Ⅹ＝73・84km・Y＝一

29．08kmの点に設定した。なお、基準杭のⅩ軸は真北から38017′東に偏る。

（3）遺構の表記は次の記号を用いた。掘立柱建物‥SB　溝‥SD　穴・土坑：SK　柱穴：SP

（4）挿図の遺物の縮尺は、1／3に統一した。写真図版の遺物の縮尺は1／2に統一した。

10　出土品および記録資料は、婦中町教育委員会が保管している。

11発掘調査・遺物整理参加者は次のとおりである。

生田寿美子・中坪千春（整理作業員）河西英津子・藤田良子（調査補助員）
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I　億l置と環境

1　地理的環境（第1図）

本書で報告する小長沢I遺跡は、富山県婦負郡婦中町中長沢地内に所在する。

富山県は、東側に3，000m級の山々が連なる北アルプス、南は飛騨山地、西側は石川県との県境に延びる両白山地、

北は富山湾に囲まれている。また、飛騨山地から延びる小起伏地である呉羽丘陵は、富山県を中央部で「呉西」「呉東」

に二分する。婦中町は、呉東にあるが、位置的には富山県のほぼ中央部にあり、北側は県庁所在地である富山市と接

している。

町の地形は丘陵部と平野部の二つに大きく区分される。丘陵部は先述した呉羽丘陵から射水丘陵を経て、南の牛岳

へと連なる丘陵地で町の西部を占め、平野部は神通川とその支流である井田川によって形成された扇状地で町の東部

を占める。

小長沢I遺跡は町西部の丘陵上に立地する。遺跡の現状は畑地・山林・竹林等である。遺跡の立地する丘陵からは

富山平野や立山連峰が一望することができる。現在一帯は県道八尾・小杉線に沿って新町・二本榎・平岡・総野等の

集落が形成されている。

2　歴史的環境（第1図）

小長沢I遺跡の立地する丘陵上には、旧石器時代から中近世に至る各時代の遺跡が数多く存在し、県下でも有数な

遺跡の密集地帯として知られている。周辺の代表的な遺跡としては、友坂遺跡（縄文・奈良・平安・中世・近世）、平

岡遺跡（縄文）、新町II遺跡（縄文・奈良・平安・中世・近世）、各願寺前遺跡（縄文・奈良・平安・中世）、千坊山遺

跡（旧石器・縄文・弥生・奈良・平安・中世）、杉谷古墳群・小長沢古墳群・添ノ山古墳群・新町横穴墓・新町大塚古

墳（古墳）などがある。小長沢I遺跡の南西約1．5kmに国指定史跡の王塚古墳、そして谷一つ隔てたその南に県指定

史跡の勅使塚古墳がある。

番号 遺　 跡　 名 時　　　 代 番号 遺　 跡　 名 時　　　 代

1 小　 長　 沢 I 古 代 （奈良 ・平安 ）・中世 22 下　　　　 邑 不　　　　　　 明

2 小 長 沢 北 塚 不　　　　　　 明 23 添 ノ山古墳群 古　　　　　　 墳

3 総　 野　 IV 縄　　　　　　 文 24 新町大塚 古墳 古　　　　　　 墳

4 総　 野　 III 縄　 文 ・ 古　 墳 25 新　 町　 II 縄文 ・古代 （奈良 ・平安 ）・中世 ・近 世

5 総　 野　 II 縄　　　　　　 文 26 羽　 根　 北 不　　　　　　 明

6 総　 野　 I 不　　　　　　 明 27 王 塚 古 墳 北 縄　　　　　　 文

7 友　　　　 坂 縄 文 ・古 代 （平 安）・中世 （鎌倉 ・室 町） 28 王　 塚　 古　 墳 古 墳 （初 期 ）

8 友　 坂　 天　 神 縄　 文　 ‾・ 古　 代 29 新 町 横 穴 墓 古　　　　　　 墳

9 友 坂 金 城 坊 古　　　　　 代 ？ 30 勅 使 塚 古 墳 古 墳 （初 期 ）

10 杉 谷 古 墳 群 縄文 ・弥生末 ・古墳 31 各 願　 寺　 前 縄文 ・古代 （奈 良 ・平安）・中世 （戦 国）

11 総　 野　 V I 不　　　　　　 明 32 古里保 養園前 縄　　　　　　 文

12 野　　　　 下 旧石器 ・縄文 （中期 ・晩期 ）・古代 （奈良） 33 向　 野　 塚 不　　　　　　 明

13 大　 開　 II 不　　　　　　 明 34 六　 治　 古　 塚 不　　　　　　 明

14 平　　　　 岡 縄　　　　　　 文 35 千　 坊　 山 旧石器・縄文・弥生・古代（奈良・平安）・中世（鎌倉・室町）

15 小 長 沢 古 墳 古　　　　　　 墳 36 鏡　 坂　 II 中世 （鎌倉 ・室町 ）

16 宮　 の　 高　 A 縄　　　　　　 文 37 富　 崎 城　 西 縄　　　　　　 文

17 宮　 の　 高　 B 縄　　　　　　 文 38 富　 崎　 城 縄文 ・弥生 ・中世

18 新　　　　 開 不　　　　　　 明 39 富　　　　 崎 弥生・古墳・古代（奈良・平安）・中世（鎌倉・室町）・近世

19 二　 本　 榎 II 縄 文 ・古 代 （奈 良）・近世 40 上　 吉　 川 I 古代 （奈良・平安）・中世（鎌倉・室町）・近世

20 新　 町　 I 古代 （奈良 ・平安） 41 下　 邑　 東 古 代 （平 安 ）

21 新　 町　 III 古代 （奈良 ・平安） 42 鶴　 ヶ　 城 中世 （鎌倉 ・室 町）

表1　遺跡名一覧

－1－
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第1図　位置と周辺の遺跡（1／20，000）



Ⅱ　調査の至る経緯と経過

呉羽・射水丘陵の山麓で県営溜め池用水等整備事業（古沢用水改良工事）が昭和59年度から実施されることになう

た。そこで婦中町教育委員会では、当該地が遺跡の集中地帯であることを考慮して事前に分布調査を実施した。調査

は富山県埋蔵文化財センターの指導を得て行い、その結果、事業区域内で多くの遺跡を新たに発見した。分布調査の

結果から事業区域内に係る遺跡に関して、遺跡の範囲・性格を把握するため試掘調査を行った。平成7年度、小長沢

I遺跡の試掘調査の結果、事業区域内に係る遺跡の面積は約180I正であることが確認された。その為、事業主体である

県耕地課・農地林務事務所と町教育委員会との間で事前協議がもたれ、事業実施にあたり遺跡破壊のおそれのある部

分について記録保存を前提に本調査を行うことになった。

発掘調査面積は180I正で、まずは試掘調査の結果をもとに重機による表土掘削を行った。次に基準杭の設定を行い、

2×2mを一区画とした調査区を設けた。その後、人力による遺構の検出と掘削を行い、引き続き、図化・記録作業

に入った。調査期間は4月9日～5月9日であった。

表2　試掘調査結果

試掘年月 遺　 跡　 名 時代

S 60． 4 二 本　榎 II 縄文 ・古代 （奈良）・近世

H 2 ．12 小　長　沢 I 古代 （奈良 ・平安）・中世

H 3 ． 9 小　長　沢 I 古代 （奈良 ・平安）・中世

H 3 ．11 小長沢古墳群 古　　 墳

H 4 ．11 新　 町　 I 古代 （奈良 ・平安）

H 4 ．11 二 本　榎 II 縄文 ・古代 （奈良）・近世

試掘年月 遺　 跡　 名 時代

H 5 ．12 宮　 の　高　A 縄　　 文

H 5 ．10 新　 町　 I ．古代 （奈良 ・平安）

H 6 ．12 宮　 の　高　 A 縄　　 文

H 6 ．12 宮　 の　高　 B 縄　　 文

H 7 ． 2 小　長　 沢 I 古代 （奈良 ・平安）・中世

一・一．－．．・．・．・－，．　－▼．　一一一〆′

〆　　、叫　一一一一．－．一〆〆

r

1

、

－

′

！

！

／

三霹縛も
、㍉、／

穴さ、・ミ

ll

／

／／

／／

／

／／

′シノ

／／

′

ミ＼

／／ノ／′＼‡海
／

l＝

／

／
掛、うJ。○

／′　　〇ノ／
／

／

′・‘　　　　　　　u Y ／／　♂

・ノ　　／
子や　　㌔

、）！／　　守

毒
㌦
l
〆

′

′

ノ

ノ

㌔タ

第2図　調査対象範囲と区割図（1／2，000）
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Ⅲ　調査の結果

1　地形と層序（第3図）

本遺跡は南北に延びる射水丘陵の東側の山裾に立地し、

標高45～54mである。

調査区の基本層位は、上から順に1層：暗褐色シルト（表

土）、2層：暗褐色シルト、3層：黒褐色シルト（上層遺構

構築面）、5層：褐色シルト（漸移層、一部礫が混ざる）、

6層：浅黄色シルト（地山、一部礫が混ざる）である。

調査区は、過去に緩やかな斜面を段差のある耕作地とし

て利用されており、調査区北東部は削平を受けて、1・2

層直下で地山に達する。

2　遺　構

l

2

上層遺構 3

5 下層遺構

6

第3図　基本層位模式図

検出した遺構は掘立柱建物1棟・土坑・溝等である。遺構面は中世、中世以前（時期不明）の2時期が確認できた。

（1）上　層

（a）掘立柱建物

掘立柱建物の表現は、河西氏（河西1994）の研究成果に倣って、建物単位構造の中核をなす中核屋と下屋を構成す

る補助屋とを使用し、柱列は柱穴番号一柱穴番号と表す。また、付属する遺構については、可能性のあると思われる

ものも取り上げた。

SBOl（第6図）

調査区南部で検出した。建物の主軸方位は、N－550－Wである。建物は調査区東側に延びる。ト3・3－10の中核屋

と3－4・仁8の北側の補助屋および13－14・10－14の東側の補助屋で形成される建物である。中核屋の面積は約4I琉

北側・東側の補助屋を含めた総面積は約7Iがである。中核屋の間尺は、1－3間75cm＋85cm、3－10間120cm＋55cm＋85

cmを測る。補助屋（北）の間尺は、3－4間120cm・4－8間70cm＋70cmを測る。補助屋（東）の間尺は、13－14間115cm、

10－14間85cm＋115cmを測る。それぞれの柱穴規模は一部を除き特に目立った差は見られず、中核屋部分と補助屋部分

との差も見られない。柱穴規模の平均は、直径32cm深さ23cmである。SP7から幅14cmの柱痕跡が確認できる。建物

は、土坑状遺構（SXOl）の掘り込みに沿って、柱穴が配してある。この建物には石列を伴うSKOl、建物内にSK

02がみられる。SBOlには出土遺物がなく、SBOlの時代特定は難しいが、共伴遺構と思われるSKOlから中世土師

器が出土しており、中世の建築物と思われる。

（b）土　坑

SKOl（第7図）

SKOlは、SBOlの南側に位置する土坑で、SXOl・SBOlに切られる。東側は、調査区外へ延びる。平面形は、

長軸340cm短軸200cmの不整形で、深さは最深部で約140cmである。覆土は黒褐色シルト・黒褐色シルト（地山ブロック・

霜ふり状混）が互層をなす。SKOlの上には一辺30～50cmの河原石と拳大の河原石が一面広がっていた。壁面のセク

ション断面には、石がきれいに2段に積まれており、SBOlが建っていた当時は石がSBOlに沿って2段に積んで並

べられ、SBOlの廃棄とともに崩れた可能性がある。遺物は、中世土師器（1）が出土した。

SKO2（第6図）

SK02は、SBOl内にある土坑で、長軸約80cmの楕円形で深さ約10cmである。覆土は単層で、SBOlの柱穴①層と

－　4　－



同じである。

（C）溝

SDOl（第4図）

調査区中央部で検出し、東西方向に走る。SDOlの主軸方位は、N－480－Wであり、SBOlの主軸方向とほぼ一致

し、SBOlの区画溝の可能性がある。幅約180cm深さ約50cmである。東側は削平を受け、西側は調査区外へ延びる。遺

物は中世土師器（2）が出土した。

（d）その他の遺構

SXOl（第6図）

調査区南部で検出した。平面形は、不整形の土坑状遺構で、長軸540cm短軸140～370cm深さ約50cmである。底面には

褐色シルトが貼り床状に一部敷かれ、平面形に沿って柱穴が配されていた○覆土は単層で、黒褐色シルト（地山霜ふ

り状混）である。出土遺物はなかったが、SKOlと掘り込み面が同じであり、中世の遺構と思われる。

（2）下　層

（a）土　坑

SKO3（第4図）

調査区中央部で検出した。平面形は、不整形で、長軸180cm短軸75cm深さ約30cmである0出土遺物もなく、時期の特

定は難しい。

3　遺　物

今回の調査で出土した遺物は須恵器、中世土師器、打製石斧等である○遺物量が少ないため、遺構・包含層に関係

なく器形が判るものに関しては出来る限り図化し、載せることに努めた○記述の方法は遺構出土の遺物は遺構ごとに

載せた。なお、中世土師器に関しては、これまでの研究成果（宮田1992・酒井1996）に従った。

（1）土　坑

SKOl（第7図）

1は中世土師器で口径8cm、非ロクロで、口緑端部・見込みに煤がつく○底部はやや丸底を呈し、口緑端部が内に

丸くなり、少し肥大する。灯明皿に用いられていたと思われる。時期は16世紀前半から中頃である。

（2）溝

SDOl（第7図）

2は中世土師器で、口径8．8cm、非ロクロで、口緑端部に煤がつく○口緑端部を強くナデ、小さく外反する。時期は

16世紀前半から中頃である。

（3）遺構外出土遺物

遺構外からは、須恵器、中世土師器、打製石斧等が出土している03は須恵器の賓の胴部片である。4は打製石斧

である。全長149mm、全幅102mmを測る。撥型であり、側線部はやや内湾する○石材は花崗岩である。中世土師器は小

破片のため、図示しなかった。
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Ⅳ　まとめ

発掘調査の成果から、小長沢I遺跡の性格などを列記してまとめとする。

1．縄文時代、奈良・平安時代、中世の遺物が出土し、戦国時代の据立柱建物が発見された。

2．調査区南部で検出された掘立柱建物は、土坑状遺構SXOlを掘り、それに沿って柱穴を配して建てられいた。建

物の南側には石列を伴う土坑SKOlがある。SKOlは生活時に埋め戻されている。石列はSKOlを埋め戻す際に構

築され、SBOlに沿って2段に積んで並べられていたと思われる。建物は、同時期の平野部の掘立柱建物に比べ、

面積も小さく、小屋程度の建物であったと思われる。また、区画溝と思われる溝も確認されていることから調査区

の周りに小規模な村が存在していたのかもしれない。

宇野隆夫

河西健二

河西健二

酒井重洋ほか

富山県埋蔵文化財センター

日本民家園

婦中町教育委員会

婦中町教育委員会

婦中町教育委員会

宮田進一
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東壁　L＝47．8M
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第5図　調査区壁面断面図（1／50）

基本層位

110YR4／3暗褐色シルト　く表土〉
2　10YR3／3暗褐色シルト

3　7．5YR2／2黒褐色シルト
4　7．5YR2／1黒色シルトに10YR4／6褐色シルトが霜ふり状

に混ざる
510YR4／6褐色シルトに一部礫が混ざる

6　2．5Y7／4浅黄色シルトに一部礫が混ざる　く地山〉
SXOl

②10YR4／6褐色シルト
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①10YR2／2黒褐色シルト

第6図　SBOl・SXOl・SKO2（1／50）
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①10YR2／2黒褐色シルト
②10YR2／2黒褐色シルトに10YR6／4褐色シルトがブロック状に混ざる
③10YR6／4褐色シルトに10YR2／2黒褐色シルトがブロック状に混ざる

SXOl

①10YR2／2黒褐色シルトに2．5Y7／4浅黄色シルトが霜ふり状に混ざる
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A′（S）　　　　　B（N）

⊂⊃
第7回　SKOl・石列（1／50）、出土遺物実測図（1／3）
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SKOl

①10YR3／2黒褐色シルト
②10YR4／3にぷい黄褐色シルトに10YR4／

6褐色シルトが霜ふり状に混ざる

③10YR3／1黒褐色シルトに2・5Y7／4浅黄
色シルトがブロック状に混ざる

④　7．5Y3／2黒褐色シルト

⑤　2．5Y3／1黒褐色シルトに2・5Y7／4浅黄色
シルトが霜ふり状に混ざる

⑥　7．5Y3／1黒褐色シルト
⑦10YR2／2黒褐色砂質シルトに2・5Y7／4

浅黄色シルトが混ざる

⑧　7．5Y2／1黒色シルトに2．5Y7／4浅黄色シ
ルトが混ざる

0　　　　　　　1　　　　　　　2M
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図版1航空写真（1／10，000）



図版2　1．上層検出遺構（南から）　2．下層検出遺構（南から）



図版31．作業風景（西から）2．SDOl（東から）3．SXOIAセク（東から）4・SXOIBセク（西から）

5．SKOIBセク（西から）6．SKOIAセク（西から）　7．SKO2（西から）　8・SKO3（北から）
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図版4　1．SBOl（南から）　2．SKOl（西から）　3．石列（西から）　4．SPO7（北から）

5．出土遺物（数字は実測番号）
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